
 

イソフラボン測定の受託開始のお知らせ 

この度、LC-MS/MSによる受託測定として、ヒト血清中のイソフラボン測定を開始いたしました。 

・必要血清量 0.1 mL以上  

・測定範囲 (血清 0.05 mL使用時) 

 Genistein ：20 ~ 20000 pg/assay (0.4 ~ 400 ng/mL) 

Daidzein ：10 ~ 10000 pg/assay (0.2 ~ 200 ng/mL) 

 Equol   ： 2 ~ 2000 pg/assay (0.04 ~ 40 ng/mL) 

 Glycitein  ： 2 ~ 2000 pg/assay (0.04 ~ 40 ng/mL) 

 

<背景> 

 イソフラボンは、エストロゲン様作用を持つことが知られています。エストロゲン分泌量が減少する更年期を

迎えた女性では、イソフラボンの摂取が骨粗鬆症の予防や更年期障害の症状を緩和する上で有効と報告されてい

ます (1)。またイソフラボンは、乳がん、前立腺がん、心血管疾患等への予防効果が報告されており、様々な疾病

の発症率と血中イソフラボン濃度との関連性を調べる臨床研究が盛んに行われています (2)。 

 このようなニーズを受け、この度、ダイズ中に含まれる主要イソフラボン 3種 (genistein, daidzein, glycitein)と

daidzein が腸内細菌の働きにより変換されてできる equol の LC-MS/MS 測定系を開発しました (図 1) (補足 1※)。皆

様のご研究に是非お役立てください。 

※ 補足 1 

・血中イソフラボンの大部分は、グルクロン酸や硫酸抱合体として存在しますが、測定前に脱抱合化処理を行う

ため、報告値は総イソフラボン (遊離型+抱合型) 濃度となります。 
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